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学会発表数

社会活動

上松聖典・病院准教
授

メディカルディレクター 長崎大学羊膜バンク

上松聖典・病院准教
授

勤務医委員会委員 日本眼科医会

氏名・職 委　員　会　等　名 関　係　機　関　名

大石明生・准教授 associate editor Frontiers in ophthalmology

上松聖典・病院准教
授

理事 長崎県眼科医会

上松聖典・病院准教
授

評議員 日本臨床分子形態学会

上松聖典・病院准教
授

長崎アイバンク業務執行理事 公益財団法人長崎アイバンク

大石明生・准教授 長崎県アレルギー疾患医療連絡協議会委員 長崎県

大石明生・准教授 長崎アイバンク　理事 公益財団法人長崎アイバンク

大石明生・准教授 academic editor Journal of Ophthalmology

大石明生・准教授 editorial board member Life
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シンポジウム 学会 シンポジウム 学会

平山勝大，岸川泰宏，大石明生：多汗症治療薬グリコピロニウムトシル酸塩水和物使用に関連した片眼性瞳孔

散大の1例. 眼科 66(6): 593-598, 2024.
磯本翔吾，宮城清弦，河野良太，原田史織，北岡　隆：ステロイドパルス施行後に眼窩内腫瘍と細菌性眼内炎

が明らかになった１例. 臨床眼科 78(10): 1241-1245, 2024.

上松聖典：Ⅲ　治療　8. 羊膜移植. 新篇　眼科プラクティス 15: 256-261, 2024.
原田康平：6) Ocular surface squamous neoplasia. 新篇　眼科プラクティス 15: 131-134, 2024.
北岡　隆：眼内異物除去術に必要な手術解剖. 眼科医のための手術解剖 : 141-144, 2024.
大石明生：Ⅷ.網膜　Dry AMD. 臨床眼科増刊号 78(11): 246-249, 2024.
大石明生：5　異常所見の見方④網膜剥離. 京都大学版　基礎からのOCT・OCTA入門 : 47-49, 2024.
上松聖典：3　再発翼状片手術. 眼科レジデントのためのベーシック手術　第2版 : 135-142, 2024.

Oka A, Murakami R, Machida A, Miyagi S, Tsuiki E, Kurihara J, Oishi A: Subretinal fibrosis and after anti-VEGF therapy
for macular neovascularization associated with drusen and/or pachychoroid phenotype. Invest. Ophthalmol. Vis. Sci 65(7):
240, 2024.
Mohamed YH, Uematsu M, Kusano M, Inoue D, Tang D, Kitaoka T: BAC-induced Changes in Mouse Corneal
Transepithelial Electrical Resistance. Invest. Ophthalmol. Vis. Sci 65(7): 1995, 2024.
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競争的研究資金獲得状況（共同研究を含む）

特 許

上松聖典・病院准教
授

硝子体内注射用固定具 2006年10月26日 2012年6月15日 特許第5011542号

上松聖典・病院准教
授

点眼容器 2005年12月28日 2007年7月12日 特願2005-378849

上松聖典・病院准教
授

硝子体可視化剤 2005年10月14日 2011年12月2日 特許第4872076号

上松聖典・病院准教
授

Fixture for intravitreous
injection

2006年10月26日 2007年5月10日 WO2007052730A1

上松聖典・病院准教
授

保存容器 2019年8月29日 2019年12月18日 特許JP6620905B

上松聖典・病院准教
授

透明化羊膜の作製方法及び透明
化羊膜

2010年3月9日 2013年3月14日 特願2010-051310

上松聖典・病院准教
授

角膜経上皮電気抵抗値の測定方
法及び装置

2009年3月3日 2014年2月14日 特願2010-501917

上松聖典・病院准教
授

上皮細胞障害抑制剤及びその用
途

2008年9月12日 2010年3月25日 特願2008-235695

井上大輔・助教 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「次世代ハ
イブリット型全層角膜の作製と保存方法の開
発」

氏名・職 特　許　権　名　称 出願年月日 取得年月日 番号

大石明生・准教授
国立研究開発法人日本医療研究
開発機構

分担
AMED難治性疾患実用化研究事業「網膜色素変
性の病因遺伝子変異とその臨床像に関するエ
ビデンス構築」

大石明生・准教授
国立研究開発法人日本医療研究
開発機構

分担

AMED研究開発推進ネットワーク事業「全九州
における黄斑下出血に対する組織プラスミ
ノーゲン活性化因子（tPA）眼局所治療に関す
る研究開発」

モハメド ヤッセル・
助教

日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「次世代ハ
イブリット型全層角膜の作製と保存方法の開
発」

草野真央・准教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「次世代ハ
イブリット型全層角膜の作製と保存方法の開
発」

宮城清弦・講師 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「数値流体
力学を利用した網膜静脈閉塞リスク評価」

上松聖典・病院准教
授

厚生労働省 分担
厚生労働科学研究費補助金「食品を介したダ
イオキシン類等の人体への影響の把握とその
治療法の開発等に関する研究」

上松聖典・病院准教
授

日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「次世代ハ
イブリット型全層角膜の作製と保存方法の開
発」

平田佑妃・助教 長崎市教育支援委員会委員 長崎市教育委員会

大石明生・准教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「数値流体
力学を利用した網膜静脈閉塞リスク評価」

大石明生・准教授 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「加齢黄斑
変性の予後改善を目指した治療抵抗例の検討
とGLP1刺激による新規治療開発」

氏名・職 資金提供元/共同研究先 代表・分担 研　究　題　目

北岡　隆・教授 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「数値流体
力学を利用した網膜静脈閉塞リスク評価」

宮城清弦・講師 勤務医委員会委員 日本眼科医会
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その他
 非常勤講師

 新聞等に掲載された活動

築城英子・教授 地域の眼科医療の未来 長崎新聞 2024年6月8日
長崎眼科診療連携室について
解説した。

上松聖典・病院准教
授

目の愛護デー KTN newsイット！ 2024年10月10日

「目の愛護デー」にあわせ
て、子どもの弱視について、
その特徴や検査方法などを紹
介した。

氏名・職 活動題目 掲載紙誌等 掲載年月日
活動内容の概要と

社会との関連

大石明生・准教授 網膜硝子体疾患 読売新聞 2024年4月27日
「網膜硝子体疾患」をテーマ
に解説した。

氏名・職 職（担当科目） 関　係　機　関　名

秋山郁人・助手 非常勤講師（眼科疾患） 長崎市医師会看護専門学校

上松聖典・病院准教
授

Method of measuring
electrical resistance value
of corneal trans-epithelium

2009年3月3日 2013年7月2日 US8478395B2
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